
船舶事故等調査報告書 

平成２１年３月２６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００８横第９８号 

事故等名 漁船泰平丸漁船漁庄丸衝突 

発生年月日時刻 平成２０年１１月６日０６時２０分ごろ 

発生場所 三重県度会郡南伊勢町 古和浦灯台から真方位１２１°２００ｍ付近 

（概位北緯３４°１４′４２″東経１３６°２７′２９″） 

事故等調査の経過 調査の概要：平成２１年１月２４日 横浜・地方事故調査官が、Ａ船長及びＢ船長から

衝突状況等を電話聴取 

原因関係者からの意見聴取：意見なし 

事実情報 

船種･船名･総トン数 

船舶番号（IMO 番号） 

船舶所有者等 

 

Ａ 漁船 泰平丸 ４．１６トン 

不詳 

個人所有 

船種・船名・総トン数 

船舶番号（IMO 番号） 

船舶所有者等 

Ｂ 漁船 漁庄丸 ４トン 

不詳 

    個人所有 

乗組員等に関する情報 Ａ 船長 一級小型船舶操縦士 

Ｂ 船長 一級小型船舶操縦士 

負傷者 Ａ なし 

Ｂ なし 

損害 Ａ 右舷船首部外板に凹損 

Ｂ 右舷船首部防舷帯に亀裂 

事故等の経過 Ａ船は、かご漁を行う目的で、漁場に向けて古和浦漁港を出港し、設置された養殖筏

の間の水路を南下中、また、Ｂ船は、定置網漁を終え、漁場を発進し、同漁港に向け

て同水路を北上中、養殖筏によって形成された狭い水道の東側において、平成２０

年１１月６日０６時２０分ごろ、Ａ船右舷船首部とＢ船右舷船首部とが衝突した。 

天候は曇り、風力１の北西風が吹き、視界は良好で海面は穏やかであった。 

分析 気象・海象の関与 

乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

判明した事項の解析 

なし 

あり 

なし 

Ａ船は、Ｂ船に気付かなかったものと考えられる。 

Ｂ船は、衝突を避けるための適切な措置をとらなかったも

のと考えられる。 

原因 本事故は、Ａ船及びＢ船が、狭い水道において互いに反航の態勢で接近する状況

下、Ａ船が、養殖筏に気をとられて、反航の態勢で接近するＢ船に気付かず、また、

Ｂ船が、衝突を避けるための適切な措置をとらなかったため、両船が衝突したことに

より発生したものと考えられる。 

その他の事項 なし 

 




